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1 「八戸市緑の基本計画」に基づく質の高い緑豊かなまちづくり

平成23年度　～　平成27年度　（5年間） 八戸市

・都市公園の一人当たり公園面積の確保量　　　　　　：１０．１３m2（H23.4） 　　　→　１０．２８m2（H27年度末）に増加　１６．０m2（H35)を目標
・危険公園施設の改築更新　　　　　　　　　　　　　：１４５公園３９３施設（H23.4)　→　０公園０施設（H27年度末）を達成
・「こどもの国」年間来園者数の増加　　　　　　　　：６２０，０００人（H23.4）　 →６７３，０００人（8.5%　H27年度末）に増加

（H23当初） （H25末） （H27末）
開設された都市公園面積 / 八戸市の都市計画内人口 10.13m2／人 10.17m2／人 10.28m2／人

危険度の高い公園施設数 145公園393施設 50 公園84 施設 0公園0施設

｢こどもの国」年間来園者数

平成２８年度

Ａ1　基幹事業

番号 事業 地域 交付 直接 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 （延長・面積等） H23 H24 H25 H26 H27

1-A-1 公園 一般 八戸市 直接 「都市公園事業（こどもの国）」 八戸市 81.45

1-A-2 〃 〃 〃 〃 「都市公園事業（館鼻公園）」 　〃 334.86

1-A-5 〃 〃 〃 〃 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業 　〃 656.05

1-A-6 〃 〃 〃 〃 八戸市公園施設長寿命化計画策定 開設都市公園に係る計画策定 　〃 28.35

1-A-7 〃 〃 〃 〃 八戸市公園施設長寿命化対策支援事業 　〃 78.00

合計 1,178.71

Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

合計 0

番号 備考

番号 要素となる事業名

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

1,178.71

全体事業費
（百万円）

1,305.73

要素となる事業名

（事業箇所）

Ａ Ｂ Ｃ

○事後評価の実施体制、実施時期

事後評価の実施体制

計画の期間

市町村名

計画の目標

Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
9.7%

効果促進事業費の割合

620,000人 654,000人 673,000人

　　計画の成果目標（定量的指標）

事業内容

最終目標値中間目標値

社会資本総合整備計画（市街地整備） 事後評価書

用地・建物購入、休憩所・教養施設整備 0.15ha

定量的指標の現況値及び目標値

計画の名称

交付対象

「八戸市緑の基本計画」が理念とする、みんなで”そだてる””まもる””つなぐ”に基づき、都市公園や道路、学校等の公共公益施設の緑化を推進すると共に、「緑の環づくり基本条例」制定による保存樹の指定や、また緑と
緑、緑と人、緑に関わる人と人とのネットワークづくりを進め、街全体の緑を関連付けて計画的に緑化を推進していこうというものである。市を代表する総合公園「こどもの国」の他に、近隣公園[館鼻公園]等の防災公園、それ
を補完する街区公園の整備、また危険な公園施設の改築更新、さらには緑の普及や推進に繋がる活動への支援等も併せて行い、安全・安心なゆとりと潤いに満ちた緑溢れる都市の実現を図るものである。

事業者

クワガタ館、トンボ池、四阿等　0.3ha

（延長・面積等）

〃

〃

〃

八戸市

50公園84施設の改築

事業者

145公園309施設の改築

　　定量的指標の定義及び算定式

0.00
合計

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）
全体事業費

交付対象事業

当初現況値

127.02

・市公園緑地課が実施

公表の方法

事　　後　　評　　価

〃

備考

平成29年3月15日

市町村名
事業実施期間（年度）

１．交付対象事業の進捗状況

市ホームページ

事後評価の実施時期



Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 H23 H24 H25 H26 H27

1-C-1 緑化事業 一般 八戸市 直接 おもてなしフラワーロード事業 市民との協働による沿道緑化 八戸市 27.60

1-C-2 〃 〃 〃 〃 学校の緑いっぱい事業 学校との協働による学校敷地の緑化 〃 5.00

1-C-4 施設整備 〃 〃 〃 〃 館鼻公園説明板設置 園内歴史資源説明板の設置 〃 5.00

1-C-7 緑化事業 一般 八戸市 直接 八戸市緑化推進事業 実施設計、園路、多目的広場等　2.47ha 八戸市 89.42

合計 127.02

番号 備考

1-C-1 公園整備（1-A-1,1-A-2)にあわせ、そこに至る道路等を市民との協働により花と緑で修景しつなぐことによって、もてなしと公園整備の効果を相乗的に高める。

1-C-2 「緑の基本計画」に重点施策として位置づける学校敷地の緑化を公園整備(1-A-1,1-A-2)とあわせて行い、緑による街並みの形成を図るとともに市街地の緑被率向上、および延焼による防災面の向上を図る。

1-C-4 公園整備（1-A-2）に併せ、園内にある歴史資源の活用により公園に新たな魅力を加え、さらに充実した公園利用と来園者増を図る。

1-C-7 公園整備（1-A-1,1-A-2)による緑を拠点としたネットワークを中心に道路の緑から住宅地をつなぐ緑を親しむ空間作りを図り、緑のネットワークの効果を高める。

一体的に実施することにより期待される効果

八戸市

八戸市

〃

Ⅱ定量的指標の達成状況

指標①（都市公
園一人当たり公
園面積の確保

量）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況

最終実績値

目標値と実績
値に差が出た

要因

事業者番号 事業内容
市町村名

港湾・地区名
要素となる事業名

全体事業費
（百万円）

最終実績値

最終目標値

・｢八戸市緑の基本計画｣を理念とする緑のネットワークの拠点公園となる｢こどもの国｣や｢館鼻公園｣を整備することにより、一人当たり都市公園面積が増加した。
・安全・安心な公園づくりを進めるため、危険度の高い公園施設の改築更新を実施した。また、市内の公園施設の長寿命化計画を策定し、改築更新すべき公園施設の順位付けを行
い、計画的に改築更新を進め、危険度の高い公園施設数が減少した。
・｢こどもの国｣等の拠点公園の整備と併せて実施した、市民との協働による沿道の緑化や学校敷地の緑化活動の支援や、緑を親しむ空間づくりを進め、緑の普及が図られた。また、
園内の歴史資源を活用した説明板の整備により、公園施設の充実が図られた。

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 0公園0施設

・今後も引き続き、安全・安心なゆとりと潤いに満ちた緑溢れる都市の実現に向けて、次期社会資本総合整備計画においてもさらなる公園整備や危険度の高い公園施設の改築更新を図り、質の高い緑豊かなまちづくりを進める。

10.28m2/人

10.22m2/人

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の効果の発現状況
（必要に応じて記述）

３．特記事項（今後の方針等）

指標②（危険公
園施設の改築更

新）

指標③（｢こども
の国｣年間来園者

数の増加）

最終目標値

最終実績値

0公園0施設

目標値と実績
値に差が出た

要因

他計画の都市公園事業の着手に伴い、本計画の実施事業間における調整を行った結果、一部事業の着手時期を見直したこ
とから、都市公園の開設面積が減少し、目標値との差が生じたと考えられる。
なお、着手時期を見直した一部事業とは八戸市緑化推進事業（類家中央７号公園）である。

目標値を達成した。

目標値を達成した。

673,000人

678,000人

目標値と実績
値に差が出た

要因



（様式３） （参考図面）市街地整備
　　１　　　「八戸市緑の基本計画」に基づく質の高い緑豊かなまちづくり
　　　　　　平成23年度　　～　　平成27年度 （5箇年） 八戸市

計画の名称
計画の期間 交付対象

八戸駅

A-2 「都市公園事業（館鼻公園）」

本八戸駅

国道４５４号
八戸市庁

国道１０４号

国道４５号

国道３４０号

C-2 学校の緑いっぱい事業

（学校との協働による学校敷地の緑化）

市街化区域

都市公園

供用済

未整備

C-4 館鼻公園説明板設置

（園内歴史資源説明板の設置）

A-6 八戸市公園施設長寿命化計画策定

A-5 都市公園安全・安心対策緊急総合支援事業

C-1 おもてなしフラワーロード事業

（市民との協働による沿道緑化）

C-1 おもてなしフラワーロード事業

（市民との協働による沿道緑化）

A-1 「都市公園事業（こどもの国）」

主要幹線道路

おもてなしフラワーロード

事業実施路線

C-7 八戸市緑化推進事業

（沿道緑化とつながる緑に親しむ空間づくり）

A-7 八戸市長寿命化対策支援事業


